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１．OIU・OICキッズキャンパスの目的
守口市立よつば小学校の子どもたちの学習支援と居場所づくりを目的に2017年4月から

開始しました。現在は、小学１年生から６年生までの子どもたちに対して、地域のみなさまと

共に大学短大ならではの特色を活かした「居場所づくり」を行うことを目的としています。
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政策のレベル まちの主体
相互作用が働いて好循環を促し、

互いに学び合い・高め合う関係を構築している。

オープン
イノベーション

創発の場：よつば小学校、大学キャンパス

２．OIU・OICキッズキャンパスの良循環メカニズム



３．OIU・OICキッズキャンパスの活動の変遷

2017・2018年度 2019年度
Beforeコロナ

2020・2021年度
Withコロナ

2022・2023年度
Afterコロナ

2024年度

対面式の活動

子どもたちへの
学習支援
居場所づくり

対面式の活動

プログラム
１）学生主導型

２）学科連携型
３）クラブ連携型
４）守口市社会福祉
協議会主導型

５）食育ボランティア
主導型

６）南山城村自然体験

回復力のある活動

「空間的」距離の置換
   大学キャンパス

↓
各家庭

「心理的」距離の置換
対面・ふれあい

↓
動画配信

回復力のある活動

 プログラム
 １）学生主体型
 ２）学科主体型
 ３）クラブ主体型

 「空間的」「心理的」な
距離の再置換

小学校内、地域体育館
・対面に回復
・参加が容易

学生企画の躍進

プログラム
 １）学生主体型
 ２）学科主体型
 ３）クラブ主体型

↓

学生主体型において
「子どもの居場所づく
り」に加えて、「大学
生の居場所づくり」を
ビジョンに掲げて実行
したことで、児童と学
生の参加数が増加し
プログラムも充実、ユ
ニークになった。



４．2024年度 活動概要
計９回開催： 「学生主体型」：５回 「学科主体型」：２回 「クラブ主体型」：２回

月 型（モデル） 学内外の連携先
国際交流・地域協働・課外教育
学長３本柱内の連携（２回）

4 学内で募集・準備
5 学生主体型
6 クラブ主体型 ダンス部 「課外教育×地域協働」
7 学生主体型
8 不開催（お休み）

9 学科主体型 幼児保育学科
10 学生主体型
11 クラブ主体型 華道部 「課外教育×地域協働」
12 学生主体型
1 学科主体型 栄養学科

2 学生主体型
3 総括



５．活動概要

９回開催：５月度～１月度



①５月度 学生主体型



②６月度 クラブ主体型：ダンス部



③７月度 学生主体型



④９月度 学科主体型：幼児保育学科



⑤１０月度 学生主体型



⑥１１月度 クラブ主体型：華道部



⑦１２月度 学生主体型

          



⑧１月度 学科主体型：栄養学科



⑨２月度 学生主体型



２月度の作品はよつば小学校の「よつばギャラリー」に展示
いただきました。



守口市社会福祉協議会と守口市民生委員児童協議会の皆様からの昼食のご提供



国際観光学科 鶴原巧翔さん（2024年度：2年次生）

１年間（年５回開催）通じた感想
学生主体企画「キッズキャンパス」のリーダーとして活動してきました。

年度初めに、地域協働センターの職員さんに初期構想をお伝えし、「このチー
ムでしか創ることのできない、特別なキッズキャンパスにしよう」と決意しました。

メンバーは子ども好きや内容に興味を持って参画してくれたり、「鶴原君が
リーダーだから」と私についてきてくれたメンバーもいました。メンバーの数は
次々と集まりました。40名以上の大学生短大生が参画しました。企画・運営す

るにあたり何度も課題の壁にぶつかりましたが、諦めることなく挑戦し続け、た
くさんの方を笑顔にすることができました。最後の2月8日のキッズキャンパスで

は、「感謝と出会いは大切に」と言うメッセージを込めて企画しました。イベント
終わりには、小学生が感動の涙を流してくれました。

１年間を通じて、多くの人々を巻き込み、学生の「したい」と地域の「社会的価
値」が重なる領域を形にしていく力を得ることができました。熱い心と冷静な判
断力を持ち、企画を実現へと繋げました。みんなが安心できる居場所を作るこ
とができ、2024年度キッズキャンパスは大成功でした。
ご協力いただいたみなさま、本当にありがとうございました。

６．学生主体型のリーダーの感想



守口市立よつば小学校
校長 横山 美香 さん

本校の1年生から6年生の子どもたちを対
象に、学生さんとのふれあいを通じた居
場所づくりをテーマとして、大学ならで
はの様々なことが体験できるよい学びの
場、楽しい交流の場となっています。

７.地域のみなさまからのメッセージ

守口市社会福祉協議会
事務局長 鳥野 洋司 さん

子どもをはじめ、社会福祉協議
会や民生委員、その他近隣の
人々との交流から、学生さんた
ちが地域の多様な世代の人との
接し方について実践で学ぶこと
は、社会に出てからも大いに役
立つと思います。

守口市民生委員児童委員協議会
副会長 大井 由喜子 さん

学生さんたちはこの活動から優
しさと思いやりの心を育み、社
会に出てからもそれを活かして
ほしいと思います。また、わた
したち民生委員も地域の子ども
たちととても親しくなり、まち
であいさつされることが増えま
した。
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